
3

演題 ： 私はこうやっている

所属 ： さいしょ糖尿病クリニック

氏名 ： 税所 芳史 先生
第80回全国臨床糖尿病医会学術集会 日時：2025年9月6日（土） 会場：第一ホテル両国5F 北斎

私は栗原義夫先生のご推薦により2022年より本会に

入会させて頂きました。本発表では自己紹介を含めて、

私のこれまでの取り組みについてお話しさせて頂きまし

た。

私は1998年に医学部を卒業し医師となったが、研修

医として糖尿病患者を診療していく中で、日本人には非

肥満の2型糖尿病患者も多く、当時「肥満、インスリン抵

抗性、高インスリン血症」で表現される2型糖尿病の病

態に疑問を感じていた。

そんな中、2003年に米国のButler教授の「2型糖尿病

では肥満者も非肥満者もβ細胞量は減少している」とい

う発表を聞いて、目から鱗が落ちる思いがした私は、周

囲のサポートも頂き2006年からButler教授のもとに留学

させて頂いた。

Butler教授のもとで私はヒト肥満者におけるβ細胞量

の変化に関する組織学的な検討を行い、Diabetes Care

誌に報告した¹。また、2009年に帰国後は慶応大学で研

究を続け、日本人肥満者におけるβ細胞量についての

報告を行った²。

これらの検討から糖尿病の発症予防や治療にはβ細

胞を過剰な負荷から守ることが重要と考え「be ta ce ll

work lo ad h ypoth es is」と名付け³、より早期からのき

めの細かい治療が重要と考えるようになったことから開

業を決意。

2022年にクリニック開設後は「β細胞保護」の重要性

を患者さんにも伝えるために、ホームページに解説を載

せ、スタッフ全員でその考えを共有し患者さんを中心とし

た治療に努めている。患者さんもホームページを見てか

ら来院することで、治療に対するモチベーションが高まっ

ていることを実感している。

これからも糖尿病の早期発見、治療、そして予防を目

指して「β細胞保護」の考えを広く普及させていきたいと

考えている。
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